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第 1章 :世界の木材生産,第2章 :木の文化,
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の水分 ･熱回復,軟化, ドライングセ ット,変形
回復の機構,圧縮変形の固定について概説 した｡
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T.YosHIMURA : Contribution ofthe Protozoan
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馬 霊飛,黒木康雄, ドゥワイ ト･エユセビオ,
永富 桝,川井秀一,佐々木光 :竹質セメントボー
ドの製造 (第 1報)竹材混合セメン トペース トの
水和特性,木材学会誌,42,34-42(1996)
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重炭酸ナ トリウム (NaHCO3)を添加 し,蒸気噴
射プレス法を適用して迅速硬化させた木質セメン
ト板 (CBP)の性能発現機構の解明を試み,更に
その水中養生の硬化を検討 した｡すわなち,ボー
ドの性能に及ぼす噴射蒸気圧 (SP),蒸気噴射時間
(SIT)をパラメータとして実験を行い,その性能
発現機構を考察した｡更に,ボードの性能向上が
認められた水中浸せき養生の効果および総プレス
時間 (TPT),NaHCO:昌泰加量,養生日数の影響を
X線回折,走査型電子顕微鏡 (SEM)観察によっ
て解明した｡結果は以下の通りである｡NaHC03は,
CBPの初期強度党規剤としての効果が認められた｡
一方,NaHC03の添加が15-20%の場合には,初期
強度の発現は早いが,炭酸カルシウム (CaCO3)
の生成が多く,クリンカーのまわりをcac03が被
覆するために養生中での水和が抑制され,十分な
曲げ強度が得られなかった｡NaHC03の添加が2.5
- 5%の場合には,CaC03の生成が少なく,養生
中の水和の進行が認められたが,TPTが12分まで
の範囲では曲げ強度がまだ十分に発現しなかった｡
永富 鋸,黒木康雄, ドゥワイト･エユセビオ,
馬宝飛,川井秀一,佐々木光 :木質セメン ト板の
迅速硬化 (第3報)重炭酸ナ トリウムの漆加にお
ける各種の素岩増強剤の効果,木材学会誌,42,
762-768(1996).
一 200 -
抄蒸気噴射プレス法を適用して迅速硬化させた木
質セメント板 (CBP)の性能向上を図るために,
これまでの初期強度発現剤,すなわち重炭酸ナ ト
リウム (NaHCO3)に加えて各種の塩素系硬化促進
剤を添加し,その材質-の影響を調べた｡結果は
以下の通 りである｡各種塩素系硬化促進剤の中で,
塩化マグネシウム (MgC12)の添加が最も良好な結
果を示 し,その水和増強剤としての効果が確認さ
れた ｡MgC12の添加はCBPの力学的性質を向上さ
せ,さらに厚さ方向の寸法安定性を改善した｡一方,
MgC12の添加は,面内寸法安定性には負の効果を与
えることが推察された｡MgC12の最適添加率は,
NaHC03が2.5%の場合,2%であった｡
永富 桝,黒木康雄, ドゥワイト･エユセビオ,
馬宝飛,川井秀一-,佐々木光 :木質セメン ト板の
迅速硬化 (第4報)蒸気噴射法における初期強度
発現剤 としての珪酸ナ トリウムの効果,木材学会
誌,42,769-775(1996).
珪酸ナ トリウム (Na2SIO3)を添加し,蒸気噴射
プレス法を適用した木質セメント板 (CBP)の迅
速硬化技術を検討 した｡すなわち,初期強度党規
剤としてNa2Si03を混合し,更に一部の条件にお
いては塩化マグネシウム (MgCl2)を組み合わせて
添加 した｡ボー ドの性能に及ぼす各種初期強度発
現剤,養生溶液および浸せき時間,MgC12の添加率,
噴射蒸気圧 (SP),総プレス時間 (TPT)等,種々
の製造条件を評価 し,最適条件を決定 した｡CBP
の初期強度発現剤としてNa2SiO:1は重炭酸ナ トリ
ウム (NaHCO3)より良好な結果を示した｡さらに,
Na2S10.･i添加においてMgC12を含んだ場合の面内
寸法変化に対する負の影響を考慮すると,その最
適条件 はNa2SiO3添加率 5%,SP1.5kgf/cm2,
TPT12分,水浸せき14日養生であると判断できる｡
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